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★建物長寿命化と
建物資産価値の向上に有効な

外壁防水改修工法の
御提案について

美装性にも優れた
アクリルゴム外壁化粧防水材
アロンウオール工法による
改修工法の御提案



風をともなうと、外壁には屋根以上の雨水がかかる

開口部回り

コーナー部ではコンク
リートがひび割れしや
すいため，漏水発生

目地部

経年劣化で硬くなった
シーリング材が剥離・
破断し，漏水発生

ひび割れ幅が０.０５～０.２
ｍｍになると雨水は毛細管
現象で壁に浸入

外壁の

ひび割れ部

1.壁面の雨量(mm/時間）=（0.222×風速(m/秒)）×(0.88×降雨量(mm/時間）

R.E.Lacyの式 風速5m（弱風）で屋根と同雨量、風速15m(強風）で3倍量
2.風圧力P(kg/m2)=風力係数C(0.8)×V2(風速m/秒）/16

風速5m/秒では約1 kg/m2 、15m/秒では約11 kg/m2の力で雨水を押し込める

屋上屋根の

防水不良個所



塗装系外壁改修に効果的なアクリルゴム外壁化粧防水材
(JISA6021  10年外壁防水保証対応品)

低温下でも固くならず長持ちする

柔軟かつ強靭な塗膜

●可塑剤ゼロ

●主材乾燥塗膜中樹脂量55％以上

建物を短寿命化させる劣化因子を遮断

下地挙動に追従する柔軟な塗膜

既存下地との優れた接着性を確保

塗膜そのもので剥落防止効果

地震対策としての仕上材としても最適

優れた美装性

アクリルゴム防水材のパイオニア

施工実績 約1億㎡

アロンウオールSTM工法
(東亞合成株式会社製)



アロンウオール塗膜と、汎用仕上塗材の比較

アロンウオール塗膜は、低温化でもひび割れ

や下地挙動に対する追従性が高い(防水性能が高い)

アロンウオール塗膜は

長期に渡って弾性力を保ち続け、耐久性が高い

ひび割れは夜開く、冬開く ⇒
汎用仕上塗材の塗膜は 低温下での追従性が低い

汎用仕上塗材の塗膜は、ｱﾛﾝｳｵｰﾙ塗膜に比較して
弾性力の保持期間はより短期的



アロンウオール塗膜(1mm厚)と コンクリート壁の性能比較
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アロンウオールは建物の病気を予防する



中性化復元の事例（アロンウオールを施工すれば中性化が戻る）

築後23年後に外壁防水材を施工
その時の推定中性化深さは21ｍｍ
6年後に中性化深さを測定した結果は1mm
6年間で20mm中性化部分がアルカリ性に復元したことを
意味している
※施工していない箇所は4mm中性化が進行した

某マンション(東京） 1mm（AW) 25mm（非塗装）
採取コアの中性化深さ
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アロンウオール塗膜の強度

アロンウオール標準工法（ｔ＝約１ｍｍ）は

引張強度 約１５ｋｇ／ｃｍ２である

上辺１ｍで、剥落ﾓﾙﾀﾙを支えるものとすれば

安全率５０％と考えても

Ｌ１００ｃｍ×ｔ０．１ｃｍ×１５ｋｇ／ｃｍ２×安全率０．５

＝塗膜強度 ７５ｋｇ

アロンウオール
塗膜を施した
外壁面

アロンウオールは、万が一の時でも
上辺の一辺のみで 1m2あたり 55kg のモルタル片を
落下させずに保持できる

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法も
国交省仕様の16本/m2 ⇒ アロンウオール使用の場
合 9本/m2程度に抑えることが可能
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③シーリング材の劣化を防止します。

アロンウオール施工

仕上塗材 非施工

①柔らかい塗膜で建物を包み込
みます（最長10年の防水保証）

アロンウオール塗膜のメリット

0.7㎜幅の
ひび割れ



柔らかさが長持ちするアロンウール

塗膜は破断せず

JIS規格 カテゴリー 通称 種類 樹脂量 可塑剤

A 6909 防水形複層塗材E 弾性タイル アクリルゴム･樹脂 20～35% あり

A 6021
外壁用塗膜防水材(他社品) アクリルゴム 35～50% なし～あり

外壁用塗膜防水材(アロンウオール) アクリルゴム 56% なし

アロンウオールはアクリルゴムの樹脂量が多く、可塑剤は含まないため
他の外装塗装材に比べて柔らかさが長持ちします

アロンウオール 他の外壁塗装材

下地のひび割れ
に追従できず破

断。

14年経過後の

同一建物での比較

アロンウオールは

破断していません

10～15年経過しても

初期の伸び量の

60～70％を保持



意匠性に富む、様々な仕上バリエーション

吹付凹凸模様やローラーさざ波調模様などの
仕上パターンの他に、石調や漆喰調などの
特殊パターンも御用意


